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2) J. R. Hicks， "A Su開 eshonfor SimphfYing the Theory of Money"， Ecc制御ica.N~w 
Series， 1935， reprinted in Read四:gs 同 M，即"γ"y Theory， ed. by Committee of the 
Am釘icanEconomic Association， 1951 

























3) J. M. Keynes， The Gene開 lTheory 01 Money， Int(Jro俗 tand E例ployment，1936. p. 168 
4) 乙の場合にもケインズが株式まで遺恨の対象に入れたか，いささか解釈上の疑義が残る。ケイ
γズは資本の限界効率の説明に株式市場の動きを使っている (Keynes.ib~ r1.. p. 151)。 この点
伎の「貨幣論J(Trcalise on Moncy. Vol. 2)の取扱u、の方が未成熟ではあるが一貫してし、る。


































































A~[向〕 (3. 1) 
というマト Pックスが考えられる。これは z番目の確率事象がおこったとき，
y番目の有価証券に投資された一定金額(lポy f. 1ドノレでもよし、し 1円でもよ
い)の生み出す成果である。第z番目の事象のおこる確率をあ，また1番目の
証券に投資する額壱勺とすると，証券投資の期望値Fは
F~ L:L:ぁa'J勾 (3. 2) 
と定義される。これが資産選択の期望値，あるいはポートフォリオの期望値と
いわれるものである。いま予算制約 (budgetr悼むiction)を




Vi=LJa1，j的 (3. 4) 
と定義し，また，



























有界性 ζ いうのはこう考えればよい。 iAが増すにしたがってUは増加する
6) 鎌倉昇「ベルヌ イの効用J昔標J~経済論叢』昭和40年 17月， 25-26ページ。
7) K. J. Arrow， .， Com皿 enton“The POrtfolio Approach to tbe Demand for MOlley and 
Other Ass国 s"，by J. S. Duesenbeロy"，The Re抑制 0/Economics 酬 dStatistics. (Supple 









一一方可A) (3. 8) 
と ? ?
(3. 9) 
のい Fれか壱危険回避の基準にしようとしづ考え方があらわれてくる。 (3. 8) 
は相対的危険回避 (relativerisk aversion) (3. 9)は絶対的危険回避 (absolute








α(l+R) + (A-a) =A+aR 
の資産をもつことになる。私たちが求めようとするのは















4笠2...=需主2... (3. 11) 
であり，相対的危険回避の指標は，若干の付帯条件をつければ，貨幣需要の限
界効用の初期資産に関する弾力性と見ることができる。あるいは
鳴子一名手 (3. 12) 
とおきかえてもよい。ととで多少の粗雑さを許容して推論をすすめると，通常
の意味での流動性に対する需要は U'(A)に墓〈とみることにしてもよいo もし
それであれば， (3. 11)および(3. 12)は資産保有dの貨幣保有ないし流動性保
有に貨幣保有の資産保有に関する弾力件(elasti目的 ofdemand for liquidity with 
respect to assets; assets elasticity for liquidity)とし、うことになる。
そこでもし貨幣需要がAの対数関数であれば，安全性を求める貨幣需要は脊
f多品になる。この点さらに立入って検討するのは貨幣需要。、まの場合 U'で
代表される)をAの対数関数であらわしてみればよいヘ
， 
* 本稿はj 現在私自身のまとめつつある「選択理論の最近における尭展」の一部を形成する。そ
の意味では『艦済論叢」第96巻第6号および第99巷第2号にすでに掲載した語論稿と密接に関
連する。
